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教室案内 
募集要項

（小中高生　対面授業用）
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「主体的・対話的で深い学びの 
実現に向けて
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2020年。コロナ禍で⼀変した⽣活の中にも、気づきのタネが。 
〜ミニディスカッション〜



「やってみよう」を大切にする 
【マインドセット型学習】
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Step 1

「心の土台」 
づくり

Step 2

日頃の学習で 
思考力づくり

Step 3
思考の組立 
表現の実践

①できないところは、なぜできないのかを、 
　「問題を解くため」の前に、 
　「できない気持ち」の分析から行います。 
 
②学年、学校混合での生徒さん同士の 
　交流を通じ、自と他を客観的に見つめ、 
　自分の言葉で気持ちや考えを伝える 
　素地をつくります。

①一方的な説明は避け、反応を見ながら 
　説明を行います。また、正解・不正解 
　からではなく、「まずどう考えたか、 
　それはなぜか」を大切にします。

②必要に応じ、事象の背景にあること、 
　学習内容との関連も考えてもらい、 
　アウトプットに必要な思考力を養います。

①自己分析やディスカッション等を通し、 
　自分の考えを組み立てて発表したり、 
　他者の考えを通し自己を客観視する 
　力を養います。 
 
②記述問題の活用等により、自分が学んだ 
　ことを答案に表現できる力や、人に 
　伝えるための力を養います。

自ら考え、学び、行動する３ステップと２プロセス
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学びの主役は生徒自身 
～自律学習型教室～
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それぞれがそれぞれの希望する学びを深めることができます。 
学校の宿題、⾃分で⽤意した教材等の持ち込み⼤歓迎！



学びの多様性実現へ 
～進学系も職業系も～
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共生舎塾生　合格実績(2022.3.16現在)
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(名)

　※受験者数は合格者数と同数です。 
　※室蘭栄はすべて普通科、室蘭工業は電子機械２名、 
　　建築１名、環境土木２名です。 
　※大谷室蘭はすべて推薦、海星学院は１名推薦です。

【中学受験】

北海道登別明日中等教育学校 
2019年　１名 
2022年　１名

【大学受験】
 2020年   名寄市立大　　１名 
　　　　  北海道科学大　１名 
　　　　  北海道情報大　１名 
 2021年　東洋大　　　　１名

【資格取得支援】

＊小中高生取得支援 
　・英検（５～２級） 
　・数検（～３級） 
　・漢検（～準２級） 
　　　　　　　　　など



季節の行事や遊びも取り入れ 
豊かな心を育みます
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⾖まき、花⽕、ハロウィン、クリスマス会など。 
感染対策に気をつけつつ、⼼の通うふれあいも⼤切に。
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ご家庭での負担感も 
減らせるよう努めています
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共生舎　開講要領・授業料　一覧表
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【小学生】
・平日17時台推奨 
・教材はご用意願います 
（学校の宿題もOK。 
　ない場合はご相談下さい） 
・全学年、全科目対応

【中高生】
・平日17時から対応可 
・教材はご用意願います 
（学校の宿題もOK。 
　ない場合はご相談下さい） 
・全学年、全科目対応

【ご利用料金】 （円） 【諸経費】

・管理費　月500円 
　（社会情勢により変動 
　　することがあります） 
・教材費　必要に応じ実費当教室は【月謝前納制】のため、上記金額×月の出席回数＋ 

管理費の合計額を、当月初回の授業まで納付願います。

【営業日程】 ※令和４年８月１５日時点です。

＜輪西本校＞月水金　17:00～21:00 ※オンライン併用あり 
17時以前や土曜については、お気軽にご相談下さい。 
＜八丁平教室＞火木　17:00～21:00 ※実需に応じた開講 
火曜は八丁平第一町会館、木曜は八丁平町会館での開講です。 
＊祝日が月～金の場合は、平日同様に営業します。

【その他】
オンライン教室"55learning" 
を併設しております。 
ご希望の方はお知らせ下さい。 
オンライン生は70分3,200円 
ですが、対面授業がメインの 
方は対面同額で承ります。
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（途中休憩可）



教室情報

塾長　髙橋　慎吾

・1985年、北海道網走市生まれ。 
・2008年、小樽商科大学商学部企業法学科卒業。北海道の 
地域性を活かし、発展させる仕事を志し、北海道信漁連に就職。 
・2012年より室蘭勤務。室蘭の歴史と人の営みに惹かれ、定住 
を決意。2015年退職し、2016年1月「共生舎」設立。 
・「やる気がないのに、ただやらせるだけでは意味がない」。 
詰め込みを極力せず、学生さんの気持ちや考え方を理解した上で 
指導するスタイルを貫いている。

＜成果の例＞ 
・中３生　１月英語学力テスト→３月公立高入試　　60点満点中30点アップ 
（開業２ヶ月で達成！） 
・令和４年１学期　期末試験　自己ベスト更新多数！　　　　　　　など　
（開業２ヶ月で達成！）

＜成果の例＞

塾生在籍状況

令和４年９月１０日現在 
＊◯内の数字は学年です。 
 
＜対面授業＞　　　　　　　　　　　　　　　　　２９名 
　（内訳） 
・小学生　⑤５名　④３名　③１名　②２名　計　１１名 
・中学生　③６名　②８名　①３名　　　　　計　１７名 
・高校生　③１名 
 
＜オンライン授業＞　　　　　　　　　　　　　　　１名 
・高校生　②１名（札幌市）　　　　　　　　　　　　　 

★

P

© ︎O p e n S t r e e t M a p  c o n t r i b u t o r s

教室アクセス

【所在地】　室蘭市輪西町２丁目３番１号（輪西７条通） 
【交　通】　JR室蘭本線「輪西駅」　徒歩５分 
　　　　　　道南バス「日本製鉄前」徒歩５分、 
　　　　　　お車でお越しの方は「輪西商店街振興組合 
　　　　　　利用者駐車場」（左図の"P "）をご利用下さい。 
【その他】　事前にお電話やメール、各種SNS等でお問合わせを 
　　　　　　頂けますと、当日よりスムーズにご案内できます。 
　　　　　　※教室前は駐車禁止となっております。長時間の 
　　　　　　　待機・駐車は、指定駐車場をご利用下さい。 
【八丁平教室】 
　　　　　　火曜　八丁平第一町会館（３丁目３３ー１） 
　　　　　　木曜　八丁平町会館　　（４丁目４８ー７）

共生舎

090-6878-7168
official_taka@hotmail.com

【お問い合わせ】
教室LINE公式サイト Instagram

【最新情報】


